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取り巻く環境

放課後の居場所づくり

子どもたちを包む社会は、親の働き方や物価高騰など

により日々変わり続けています。

今回はそんな子どもたちの今に目を向けました。

﹁
こ
こ
て
ら
す
﹂
の
取
組

５
年
前
か
ら
、
町
内
で
ひ
と
り

の
青
年
が
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

﹁
こ
こ
て
ら
す
﹂
を
始
め
ま
し
た
。

運
営
し
て
い
る
の
は
、
入
江
航
さ

ん
︵
25
歳
︶
。

今
年
の
４
月
か
ら
は
、
場
所
を

町
営
住
宅
ア
モ
ー
レ
・
グ
ラ
ン
デ

基
山
の
前
に
移
し
、
新
し
い
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

﹁
こ
こ
て
ら
す
﹂
は
、
入
江
さ
ん

の
私
費
や
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
て
、
今
は
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
の
夕
方
５
時
か
ら
夜
８
時
ま

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

勉
強
し
た
り
、
ご
は
ん
食
べ
た
り

﹁
こ
こ
て
ら
す
﹂
に
は
、
幼
稚
園

生
か
ら
高
校
生
ま
で
、
毎
回
20
人

ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
み
ん
な
で
勉
強
し
た

り
、
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
し
な
が

ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

ご
は
ん
に
使
う
食
材
は
、
地
域

の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
お
米
や
野

菜
な
ど
の
寄
付
が
中
心
。
入
江
さ

ん
も
﹁
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
﹂

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
調
理
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
手
伝
っ
て

く
れ
て
い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
力
で
﹁
こ
こ
て
ら
す
﹂
は
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

議
会
や
行
政
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

入
江
さ
ん
は
、﹁
将
来
的
に
は
毎

日
開
け
る
よ
う
に
し
て
、
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
の
選
択
肢

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
土
曜
や

日
曜
の
昼
間
に
は
、
勉
強
が
で
き

る
場
と
し
て
も
使
っ
て
も
ら
え
た

ら
。
﹂
と
、
今
後
の
目
標
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

最
後
に
﹁
議
会
や
行
政
に
伝
え
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
﹂
と
尋
ね

る
と
、﹁
運
営
へ
の
補
助
と
連
携
強

化
。
居
場
所
の
現
状
や
、
基
山
町
に

お
い
て
居
場
所
の
機
能
や
役
割
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
﹂

と
、
静
か
に
、
で
も
力
強
く
思
い
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

静かな声に、強い意志 入江 航さん

お菓子片手に、ほっとひといき

思わず足を止める、“ここてらす”の看板
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された子どもが

「いや」と思ったら

それは『いじめ』

心の

健康観察

基山中学校

基山小学校

若基小学校

今 の 子 ど も た ちを特 集

学校での取組
学校という場所は、子どもたちが一日の多くを過ごす場所です。

近年、特に深刻となっている問題のひとつが「いじめ」です。スマー

トフォン等の普及により、SNS上のやりとりがその発端になるなど、

問題が深刻化するまで発見しづらいケースも出てきました。幸い町

立小中学校では、これまで重大事態にあたるものはありませんが、各

学校ではいじめの早期発見と支援、防止に取り組んでいます。

「心の健康観察」は、各自の端末画面上に

毎朝表示される４つの選択肢から、児童・

生徒自身がその日のメンタルヘルスに合

うものを回答し、教職員が結果を確認でき

るものです。不調の早期発見などが期待

でき、今年度から町立小中学校で導入され

ています。

その他、年２回のいじめアンケートの実施や道徳・学級活動で

の学び、ふれあい道徳などは各校共通して行われています。

R6年度
いじめ報告件数

65件

250件

52件

・令和６年12月９日∼13日を人権週間に設定
期間中、朝の時間に人権に関わる作文を朗読

・人権集会を開催
SNSにおける人権侵害についての講話を
聞く

・ソーシャルスキルトレーニングを朝の時間
に実施

・全校集会で「いじめとは」の校長講話
・人権集会を開催
人権・同和教育担当や人権擁護委員の話
各クラスからの人権標語発表 など

・人権集会を開催
人権擁護委員から「人権とは」についての
お話と紙芝居の読み聞かせ
各クラスからの人権標語発表
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融資等を受けて経営改善の取り組みに必要な農業機械等を導入しようとす

る（認定農業者、認定就農者等）に対して、国・県の交付要綱に基づき支援を

行います。

コンバインなど高額の農業用機械の更新は負担が大きく、離農の要因となっ

ています。

補助率は、事業費の30％以内で、300万円が上限です。

Ｑ 事業対象者の範囲を拡大できないか？

Ａ 基山町の地域農業の振興を図るためにも、状況に

あった制度の見直しを含めて検討していきたいと

思います。

交

通

／

農

業
基山町では高齢化が進む中、移動弱者増加にそなえ地域公共交通の充実を

図るため、取り組み強化の最終実証実験を行います。

実施期間 ９月∼11月予定

今回の実証実験での新たな取り組み予定

1．土曜日の運行（前回までは平日のみ）

2．予約システムの緩和

（事前予約、往復予約を追加）

3．相乗り割引を検討中

６月定例会 補正予算

住民から運行時間延長希

望の声も多数あるので検

討して欲しい

デマンドタクシー４回目の実証実験
1560万円

地域農業の中核となる担い手に補助金
228万円

1億497万円増(総額92億9,861万円)
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指名競争入札13社中辞退が7社、

欠席は2社でした

６月定例会 補正予算

教

育

小学校では水泳の授業を民間水泳教室に委託して、使われなくなった基山

小学校のプールを中学生が使用します。

老朽化した中学校プール

は解体して、更地に戻し地権

者に返還することになって

います。

しかし、中学校体育館の建

替えが検討されていて、仮設

等のために用地は必要にな

ります。

議会では土地の購入も含

め、将来を見据えて地権者と

協議するように提案しまし

た。

指名入札を欠席した業者

へは、ペナルティやヒア

リングが必要では？

解体が決まった中学校プール

【購入後】

指導者用

パソコン

(1台3役)

【現行】

公用

パソコン

電子黒板用

パソコン

生徒指導用

タブレット

小中学校の指導者用パソコン135台を購入
2486万円

中学校プール跡地、地権者へ返還

小中学校の教員用パソコンのリース期間が終わり、より便利に使える新し

いパソコンに入れ替えます。
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物価高、みんなで乗り越える支援策！
総事業費 998万円

令和７年度「物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金」が交付されました。

国が788万円を出し、町が210万円を負担します。

選任に同意した委員

基山町固定資産評価審査委員会委員
(基山町の固定資産税評価額に不服がある住民の申し立てを審査します）

大
おお

串
ぐし

法
のり

光
みつ

氏（宮浦）

任期：令和７年７月１日から令和10年６月30日まで

高齢者も子育ても、みんなの笑顔も大切に。

№ 事業名 事業内容 事業費

1
配食サービス利用
者緊急支援事業

高齢者の食を支える配食事業者を、
物価高と施設面でサポート。

140万円

2
保育所等給食費支
援事業

物価高でも、子どもたちにいつもの
給食を。保護者負担はそのままで。

340万円

3
小中学校給食食材
費補助事業

317万円

4
小中学校校外活動
費補助事業

町立小中学校の修学旅行費などを補
助し、負担を抑えます。

81万円

5
農業共同機械利用
組合等支援事業

米麦共同乾燥施設の継続運営のため、
電力・燃料費を補助します。

120万円
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工

藤

絵
美
子

水

田

志

保

中

牟

田

文

明

佐

々

木

敎

雄

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大
久
保

由
美
子

桒

野

久

明

重

松

一

徳

大

山

勝

代

松

石

信

男

会

議

の

結

果

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

採択

令和７年度
補正予算

一般会計

特別会計
国民健康保険

下水道事業

条例改正 職員の勤務時間、休暇（他３件）

同 意 固定資産評価審査委員会委員選任

意見書の結果 少人数学級 教職員定数の改善

私の判断（議案の採決）

（ ○ 賛成 × 反対 ）
※議長は採決に加わりません

Ｒ７年度 一般会計補正予算 1億964万円 増
(総額91億9364万円)

■ 第２回臨時議会の内容（４月23日) ■

議会の見やすさ・聞きやすさ・分かりやすさを向上し、町民の皆様の関心、参加意

識の向上と町民ニーズが反映される議会運営につなげます。

議会の視聴環境整備 4090万円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

補正予算 一般会計

承 認 専決処分 条例の一部改正（３件）

第２回定例会

ラインやチャットにより、やりとりができる体制をつくり迅速な避難支援につなげ

ます。

災害時の高齢者や障がい者の「避難行動要支援者管理システム」を
整備 1138万円

災害時の避難所での簡易トイレを10台準備 255万円

第２回臨時会

Ｒ６年度 一般会計補正予算 1億3664万円 増
(総額100億5895万円)
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休日議会アンケート結果 傍聴者数 96人
回 収 数 72件

基山町議会は、町民に開かれた議会を目指しています。

町民の声を議会改革に反映させるため、今回休日議会の傍聴者へアンケートを実施し

ました。ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

女性の傍聴者が多くて、基山の議員の女性の頑張りを感じました。せっかくの休日議会なので、

若い方の出席が望まれる。各議員さんからの声かけを期待します。 （70歳以上女性）

議員一本でも生活出来るようになると活動的にできる。報酬が少ないと若い議員は生活出来な

いからなり手がいない。 （40代男性）

問１ 議員定数13名についてどう思うか

問５ 議員のなり手不足問題は、何が原因だと思うか

問３ 基山町議会議員の月額報酬を知っ

ているか

問２ 基山町議会の議員に親しみを感じるか

問４ 自身が基山町議会議員だとしたら、月額

報酬はいくらぐらいが適正だと思うか

報酬が安い
仕事と両立できない

魅力がない
男女間の差がある
若い議員が少ない

なっても何も変わらない
その他
無回答

40
33

13
5

16
6

4
5

その他の内容など

・子育て世代の議員にとって、

生計を立てるには報酬が安すぎる

・議会、議員に対する理解が不十分

・仕事が大変そうで評価が低い

知っている・だいたい知っている５割、知らな

い４割と、議場に来ている方でも知らない方が

多い結果に

「年齢で差をつけては」「議員定数を減らし報

酬を増やしては」などの声もありました

約７割が適正

と回答

９割が親しみを

感じています

多い
24％

適正
72％

無回答　3%少ない 1%

だいたい
知っている
43％

知って
いる
13％

知らない
43％

無回答　1％

感じる
90％

感じない
3％

無回答 7％

2

15
〜
19
万
円
台

20
〜
25
万
円
台

26
〜
30
万
円
台

31
〜
35
万
円
台

36
万
円
以
上

無
回
答

19

12

15

19

5
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一般質問 12人のここが聞きたい！

Ｑ

学
年
ご
と
の
望
ま
し
い
到
達
点
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

低
学
年
は
﹃
水
の
中
で
潜
っ
た
り

浮
い
た
り
楽
し
く
行
う
﹄
、
中
学
年
は

﹃
﹁
け
伸
び
﹂
や
初
歩
的
な
泳
ぎ
が
で
き

る
﹄
、
高
学
年
は
﹃
ク
ロ
ー
ル
や
平
泳
ぎ

の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
﹄
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ

令
和
３
年
度
、
別
の
議
員
が
町
営

プ
ー
ル
建
設
の
質
問
を
し
た
。
そ
の
時

の
回
答
か
ら
、
今
回
の
学
校
教
育
で
の

水
泳
指
導
の
在
り
方
が
変
わ
っ
た
中

で
、
改
め
て
プ
ー
ル
建
設
の
具
体
化
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ

諦
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
バ
イ
オ

マ
ス
施
設
か
ら
発
生
す
る
熱
利
用
で
の

温
水
プ
ー
ル
建
設
は
難
し
い
た
め
、
今

は
他
の
手
法
で
の
再
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ

本
年
度
か
ら
、
基
山
・
若
基
小
学

校
の
水
泳
指
導
が
町
外
民
間
施
設
の
委

託
に
移
行
す
る
。
以
前
と
比
較
し
て
指

導
時
間
が
少
な
い
と
感
じ
る
。
移
動
も

含
め
た
８
時
間
で
は
た
し
て
目
標
達
成

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

複
数
の
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
で
、
技
術
の
向
上
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

Ｑ

町
営
プ
ー
ル
建
設
の
構
想
は

Ａ

諦
め
た
わ
け
で
は
な
い

民間の施設

Ｑ

黒
谷
線
と
塚
原
・
長
谷
川
線
の
延

伸
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
検
討
は
。

Ａ

周
辺
の
交
通
体
系
や
新
た
な
状
況

の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

こ
の
２
路
線
の
優
先
順
位
は
。

Ａ

優
先
順
位
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
黒
谷
線
に
対
し

て
塚
原
・
長
谷
川
線
に
つ
い
て
は
周
辺

状
況
の
変
化
を
考
慮
す
る
こ
と
は
少
な

い
た
め
、
よ
り
現
実
的
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ

塚
原
・
長
谷
川
線
の
延
伸
の
到
達

点
は
ど
こ
ま
で
、
又
、
工
事
完
了
ま
で

ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
要
し
ま
す
か
。

Ａ

当
初
の
都
市
計
画
道
路
の
構
想
は

鳥
栖
市
弥
生
が
丘
ま
で
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
標
高
の
高
低
差
が
大
き
く
計
画

が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
町
外
か
ら
の

通
過
交
通
量
が
増
す
こ
と
か
ら
、
途
中

ま
で
の
延
伸
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

基
本
設
計
か
ら
工
事
完
了
ま
で
６
年

程
度
要
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望

ル
ー
ト
の
選
定
は
、
そ
の
後
の

周
辺
土
地
利
用
を
考
慮
し
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
再
検
討
し
た
う
え

で
、
基
山
町
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
を

早
期
に
完
成
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

Ｑ

道
路
の
延
伸
で
何
が
見
込
ま
れ
る

Ａ

交
通
の
利
便
性
と
周
辺
の
土
地
利
用

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

早期の延伸を望む

１級町道塚原・長谷川線
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で
き
る
だ
け
樹
木
を
残
す
よ
う
に
検
討

し
、
建
設
は
関
係
団
体
や
住
民
の
意
見

を
聞
き
ま
す
。

低
所
得
者
に
は
利
用
料
減
免
を

Ｑ

来
年
か
ら
始
ま
る
﹁
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
﹂
は
、
対
象
が
６
か
月
か

ら
満
３
歳
未
満
児
で
、
１
時
間
３
０
０

円
、
ひ
と
月
１
０
時
間
ま
で
利
用
で
き

る
が
、
低
所
得
者
に
は
減
免
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ａ

制
度
の
詳
細
が
出
次
第
、
精
査
研

究
し
ま
す
。

Ｑ

在
園
時
間
や
利
用
頻
度
が
違
う
乳

幼
児
が
出
入
り
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

れ
ば
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
大
き
い
。
保

育
士
や
職
員
の
労
働
条
件
の
確
保
が
必

要
だ
。

Ａ

労
働
条
件
の
確
保
は
配
慮
し
ま

す
。
専
任
の
職
員
配
置
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ｑ

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
候
補

地
の
１
つ
で
あ
る
中
央
公
園
に
は
樹
木

が
あ
り
図
書
館
が
あ
る
。
建
設
に
よ
り

そ
の
環
境
が
後
退
す
る
懸
念
が
あ
る
。

ま
た
、
建
設
は
住
民
合
意
で
す
べ
き
だ
。

Ａ

図
書
館
は
町
の
宝
。
図
書
館
の
良

さ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
建
て
る
こ
と

で
相
乗
効
果
が
出
る
よ
う
に
し
ま
す
。

Ｑ

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
住
民
合
意
で

Ａ

住
民
の
意
見
を
聞
く

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

基山中央公園

目
と
な
り
ま
す
。
５
歳
児
健
診
の
実
施

に
向
け
て
支
援
の
枠
組
み
を
ど
の
よ
う

に
再
構
築
し
て
い
き
ま
す
か
。

Ａ

４
歳
児
特
性
検
査
自
体
は
評
価
で

き
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
５

歳
児
健
診
も
加
味
し
な
が
ら
、
も
っ
と

い
い
成
果
が
出
せ
る
よ
う
に
今
後
も
協

議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

熱
中
症
対
策
と
し
て
の
体
操
服
登
校
は

Ａ

生
徒
会
役
員
で
今
後
も
検
討
を
続
け
る

工く

藤ど
う

絵え

美み

子こ

議
員

Ｑ

令
和
６
年
12
月
議
会
で
質
問
し
た

熱
中
症
対
策
の
た
め
の
中
学
生
の
服
装

の
検
討
結
果
に
つ
い
て
説
明
く
だ
さ

い
。

Ａ

公
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
を
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
教
え
る
た
め

に
、
学
校
と
し
て
は
原
則
、
夏
服
を
着

用
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

近
年
の
異
常
な
猛
暑
を
考
慮
す
る

と
、
よ
り
生
徒
の
安
全
に
配
慮
し
た
上

で
、
柔
軟
に
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

生
徒
会
役
員
に
意
見
を
聞
い
た
と

こ
ろ
ニ
ー
ズ
は
あ
る
よ
う
で
す
。
試
用

期
間
の
設
定
も
含
め
、
今
後
も
協
議
を

続
け
て
も
ら
う
よ
う
学
校
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

５
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い
て

Ｑ

４
歳
児
特
性
検
査
が
今
年
で
10
年

子どもたちの健やかな成長を
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Ｑ

危
険
な
空
き
家
は
早
急
に
解
体
を

Ａ

ま
ず
所
有
者
に
よ
る
解
体
が
第
一

重し
げ

松ま
つ

一か
ず

徳の
り

議
員

ん
。
早
急
に
解
体
し
て
も
ら
い
ま
す
。

町
内
神
社
に
は
天
井
絵
や
奉
納
絵
が

飾
っ
て
あ
る
が
、
消
え
か
か
っ
て
い

ま
す

Ｑ

デ
ジ
タ
ル
機
能
を
活
用
し
て
、
記

録
保
存
が
出
来
ま
せ
ん
か
。

Ａ

技
術
を
見
極
め
て
保
存
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

町
内
の
危
険
な
空
き
家
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

３
件
あ
り
ま
し
た
が
、
２
件
は
除

却
さ
れ
、
１
件
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

台
風
等
で
近
所
に
損
害
を
与
え
た

場
合
は
誰
の
責
任
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ

所
有
者
に
賠
償
の
責
任
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ

町
に
責
任
が
発
生
し
ま
せ
ん
か
。

Ａ

適
切
な
指
導
で
問
題
な
い
で
す
。

Ｑ

町
中
心
部
の
危
険
な
空
き
家
で

す
。
い
つ
ま
で
に
撤
去
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ

早
め
の
解
体
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

Ｑ

年
内
に
解
体
・
除
去
が
さ
れ
な
い

場
合
、
行
政
代
執
行
を
す
る
考
え
は
な

い
で
す
か
。

Ａ

行
政
代
執
行
は
考
え
て
い
ま
せ

危険な空き家、早急に撤去を

12人のここが聞きたい！

Ｑ

地
域
か
ら
の
河
川
の
浚
渫
要
望
や

護
岸
の
破
損
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
、

対
応
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

町
か
ら
土
木
事
務
所
へ
連
絡
し
、

現
地
立
会
を
行
い
対
応
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
土
木
事
務
所
も
、
月
１
回
河
川

の
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
秋
光
川
と
山
下
川

を
浚
渫
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

Ｑ

総
務
省
の
﹁
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
﹂

に
つ
い
て
、
農
業
用
排
水
路
に
係
る
浚

渫
を
対
象
事
業
に
追
加
し
た
上
で
、
令

和
11
年
度
ま
で
５
年
間
延
長
さ
れ
て
い

ま
す
。

関
係
者
へ
の
周
知
を
含
め
、
町
内
の

水
路
の
浚
渫
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
き
ま
す
か
。

Ａ

町
内
に
は
大
き
な
農
業
用
排
水
路

は
少
な
い
で
す
が
、
関
係
団
体
を
含
め
、

事
業
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
浚
渫
と
は
⋮
水
底
の
土
砂
を
取
り
除

く
作
業
の
こ
と
で
す

Ｑ

基
山
町
内
の
河
川
の
維
持
管
理
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

町
内
に
は
、
高
原
川
・
関
屋
川
・

実
松
川
・
秋
光
川
・
山
下
川
の
５
つ
の

一
級
河
川
が
あ
り
、
維
持
管
理
は
県
の

東
部
土
木
事
務
所
が
行
っ
て
い
ま
す
。

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

Ｑ

防
災
・
減
災
の
た
め
河
川
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を

Ａ

県
と
協
議
し
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す

背丈以上の葦が繁っている山下川
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来
か
ら
個
別
収
集
の
方
と
、
現
在
は
高

齢
者
世
帯
な
ど
、
排
出
が
困
難
な
方
を

個
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

従
来
か
ら
個
別
収
集
さ
れ
て
あ
る

方
を
集
約
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

個
別
収
集
の
地
区
と
話
し
た
こ
と

は
無
く
、
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ

今
後
、
ご
み
収
集
を
ど
う
進
め
て

い
き
ま
す
か
。

Ａ

ご
み
の
排
出
状
況
を
整
理
し
、
不

公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
未
加
入
者
に
つ
い
て

未
加
入
者
の
自
治
会
管
理
ご
み
集
積

所
使
用
料
を
、
地
裁
が
活
動
費
を
含
め

算
出
︵
年
１
万
５
千
円
︶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
所
感
を
聞
い
て
い
ま
す
。

ご
み
収
集
は
、
基
本
の
集
積
所
収
集

と
個
別
収
集
を
し
て
い
ま
す
。
住
民
に

は
個
別
収
集
の
方
が
利
便
性
が
高
く
、

ご
み
収
集
方
法
の
再
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
い
質
問
し
ま
す
。

Ｑ

ご
み
集
積
所
は
何
か
所
で
す
か
。

Ａ

約
４
１
７
か
所
あ
り
ま
す
。

Ｑ

個
別
収
集
は
何
か
所
で
す
か
。

Ａ

個
別
収
集
は
約
６
７
０
か
所
、
従

Ｑ

ご
み
収
集
を
ど
う
進
め
て
行
く
の
か

Ａ

不
公
平
感
を
持
た
れ
な
い
よ
う
進
め
る

中な
か

牟む

田た

文ふ
み

明あ
き

議
員

集積所のごみ収集

Ｑ

お
む
つ
サ
ブ
ス
ク
を
利
用
す
る
保

育
施
設
が
増
え
て
い
ま
す
。
仕
組
み
と

町
内
保
育
施
設
の
導
入
状
況
は
。

Ａ

保
護
者
と
業
者
の
契
約
に
よ
り
、

月
額
定
額
制
で
、
直
接
保
育
施
設
へ
紙

お
む
つ
や
お
し
り
拭
き
が
届
き
ま
す
。

利
用
料
は
保
護
者
が
支
払
い
ま
す
。
町

内
で
は
一
か
所
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

保
護
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す

か
。

Ａ

紙
お
む
つ
の
買
い
忘
れ
や
毎
日
お

む
つ
５
枚
に
名
前
を
記
入
し
、
保
育
施

設
へ
持
参
す
る
手
間
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

窓
口
の
受
付
時
間
の
短
縮
の
考
え
は

Ｑ

各
種
証
明
書
等
の
役
場
窓
口
と
コ

ン
ビ
ニ
で
の
交
付
件
数
は
。

Ａ

令
和
６
年
は
窓
口
交
付
１
６
８
９

５
件
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
２
７
７
２
件
、

併
せ
て
１
９
６
６
７
件
で
し
た
。
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
普
及

や
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
の
取
得
、
職
員

の
働
き
方
改
革
な
ど
、
窓
口
の
開
閉
時

間
を
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
な

ど
短
縮
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
本
町
の
見
解
を
質
問
し
ま
す
。

Ａ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
更
新
な
ど
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
受
付
時
間

の
短
縮
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

基
山
保
育
園
に
、
お
む
つ
サ
ブ
ス
ク
を

Ａ

利
用
希
望
者
が
あ
れ
ば
導
入
す
る

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

おむつの個別管理が軽減
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い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ

工
場
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
と
目

標
を
立
て
て
い
る
が
、
企
業
誘
致
は
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、
情
報
収
集
が
鍵

に
な
る
。
中
長
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ

職
員
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
計
画
に
な
い
が
、
各
企
業
と
の
連
携

を
密
に
と
り
、
特
に
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
関

係
強
化
を
図
り
情
報
収
集
に
努
め
ま

す
。

Ｑ

宿
泊
施
設
誘
致
の
予
定
は

Ａ

近
隣
市
町
が
温
泉
な
ど
充
実
し
て
い
る

佐さ

々さ

木き

敎の
り

雄お

議
員

12人のここが聞きたい！

・
持
続
性
の
強
化
⋮
猟
友
会
と
の
連
携

に
よ
る
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
、
農

業
に
ふ
れ
あ
う
機
会
や
就
農
相
談
な

ど
の
農
業
を
知
る
機
会
の
充
実
、
共

同
利
用
組
合
や
共
同
活
動
組
織
の
推

進
、
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
対
応

の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
農
業
の
進
め
方
は
。

Ａ

今
後
の
農
業
に
お
い
て
は
、
農
業

所
得
の
向
上
、
新
し
い
農
業
へ
の
挑
戦
、

持
続
性
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
米
価
の

上
昇
や
、
食
料
法
の
改
正
に
伴
う
国
の

基
本
計
画
や
県
の
計
画
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
基
山
町
で
農
業
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

・
農
業
所
得
向
上
⋮
酒
米
の
地
産
地
消
、

有
機
農
産
物
や
高
収
益
作
物
︵
施
設

園
芸
・
果
樹
な
ど
︶
の
推
進
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
計
画
に
基
づ
く

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
に

よ
る
省
力
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

・
新
し
い
農
業
へ
の
挑
戦
⋮
有
機
農
業

な
ど
の
環
境
保
全
型
農
業
や
ス
マ
ー

ト
農
業
化
の
推
進
、
法
人
農
業
の
誘

致
や
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

水み
ず

田た

志し

保ほ

議
員

Ｑ

基
山
町
の
農
業
の
未
来
は
明
る
い
か

Ａ

明
る
い
芽
が
出
て
き
て
い
る
！

希望の芽

新
設
組
織
の
プ
ラ
チ
ナ
社
会
政
策
課

と
商
工
観
光
課
の
意
気
込
み
を
尋
ね
ま

し
た
。

プ
ラ
チ
ナ
社
会
政
策
課
に
つ
い
て

Ｑ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
特
に
引
き

こ
も
り
が
ち
な
方
の
支
援
策
は
。

Ａ

ま
ず
は
実
態
把
握
を
行
い
、
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
じ
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
を
う
な
が
し
、
一

人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
対
応
を
行
い
ま

す
。

商
工
観
光
課
に
つ
い
て

Ｑ

新
規
事
業
創
業
に
あ
た
っ
て
の
支

援
体
制
は
現
状
の
支
援
策
は
小
粒
で
あ

り
、
大
き
な
成
果
が
望
め
な
い
の
で
は
。

さ
ら
に
大
胆
な
体
制
を
組
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

商
工
会
、
金
融
機
関
と
連
携
し
、

創
業
者
の
立
場
に
た
っ
て
つ
な
い
で
い

き
た
い
。
さ
ら
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
行

優良企業の誘致を期待

(建設中のいちご農園)
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一般質問13人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

Ｑ

総
合
体
育
館
﹁
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
﹂

は
近
隣
の
市
町
よ
り
、
使
用
料
が
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
料
値
上
げ

の
元
に
な
っ
た
考
え
と
そ
の
理
由
は
何

で
す
か
？

Ａ

町
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
人
件

費
の
上
昇
を
反
映
し
て
、
令
和
３
年
度

に
町
内
使
用
料
を
２
０
０
円
か
ら
３
０

０
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

Ｑ

町
外
は
６
０
０
円
で
利
用
減
で

す
。
広
域
連
携
の
町
と
し
て
再
考
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

町
の
算
定
ル
ー
ル
に
従
っ
た
結
果

の
値
上
げ
で
す
。
ル
ー
ル
は
守
り
ま
す

が
、
町
内
向
け
の
支
援
策
は
検
討
の
余

地
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

ト
レ
ー
ナ
ー
の
常
駐
や
初
回
講
習

に
不
安
の
声
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の
対

応
を
指
定
管
理
者
と
共
に
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

そ
う
で
あ
れ
ば
、
指
定
管
理
者
に

初
回
講
習
の
見
直
し
と
、
職
員
研
修
の

充
実
を
求
め
ま
す
。

提
案

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
環
境
向

上
の
た
め
、﹁
利
用
者
支
援
﹂・﹁
利
用
者

の
声
の
反
映
﹂
・
﹁
医
療
機
関
と
の
連

携
﹂
・
﹁
受
益
者
負
担
見
直
し
﹂
の
４
点

を
提
案
し
ま
す
。

Ｑ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
増
を

Ａ

指
定
管
理
者
と
協
議
し
ま
す

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

近隣市町をリードする充実施設

町
内
公
立
小
中
学
校
の
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
か
ら
の
脱
退

Ｑ

３
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
今
後
の
連
携
は
。

Ａ

３
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
連
携
は
取

れ
て
お
り
、
基
山
町
教
育
委
員
会
と
の

教
育
懇
談
会
の
実
施
、
教
育
施
策
や
環

境
等
に
関
す
る
意
見
交
換
は
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ

町
道
花
園
線
、
歩
道
等
の
整
備
を

Ａ

開
発
事
業
者
と
協
議
す
る

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

歩行者の安全が確保されていない路側帯（町道花園線）

将
来
を
見
据
え
た
道
路
整
備
を
要
望

Ｑ

工
業
団
地
﹁
き
や
ま
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
﹂
内
の
町
道
黒
谷
線
の
宮
浦
イ

ン
タ
ー
方
面
へ
の
延
伸
の
検
討
は
。

Ａ

現
時
点
で
は
、
整
備
済
区
間
が
機

能
し
て
い
る
の
で
、
未
整
備
区
間
は
、

新
た
な
開
発
な
ど
状
況
の
変
化
を
見
極

め
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

町
営
球
場
前
の
町
道
花
園
線
付
近

で
、
物
流
倉
庫
の
建
設
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
開
発
に
併
せ
て
歩
道
整
備
等

の
検
討
は
し
な
い
の
で
す
か
。

Ａ

地
区
計
画
︵
案
︶
で
は
、
花
園
線

側
の
出
入
口
は
通
勤
車
両
の
み
が
出
入

り
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ

歩
行
者
が
通
行
で
き
る
路
側
帯
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
対
策
を
。

Ａ

事
業
者
と
開
発
許
可
の
協
議
の
際

に
、
提
出
さ
れ
る
図
面
を
見
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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議長交際費執行状況表（令和７年度４月∼６月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

御祝 5,000 大興善寺契園つつじ開園式

御祝 5,038 基山モール商店街協同組合第45回通常総会

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

2 10,038 2 10,038

総
務
文
教
常
任
委
員
会

防
災
に
つ
い
て

大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
い
梅

雨
期
・
台
風
期
の
前
に
十
分
な
対
策
を
図

れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
応
状
況

の
確
認
と
備
蓄
品
保
管
倉
庫
︵
防
災
倉
庫
︶

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

指
定
避
難
所
お
よ
び
指
定
緊
急
避
難
所

は
11
か
所
、
そ
の
内
保
健
セ
ン
タ
ー
等
４

か
所
が
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
備
蓄
保
管
倉
庫
は
役
場
４
階
２
か
所

と
町
民
会
館
北
東
に
あ
る
防
災
倉
庫
１
か

所
で
す
。

災
害
時
は
職
員
の
交
代
に
よ
る
昼
夜
を

問
わ
な
い
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

災
害
時
の
不
測
の
事
態
を
極
力
避
け
、
職

員
が
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
提
案
し
ま

し
た
。

命をつなぐ防災備蓄

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

町
で
は
交
通
安
全
対
策
の
事
業
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
交
付
や
電
動

カ
ー
ト
購
入
費
の
補
助
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
無
料
利
用
が
受
け
ら
れ
る
高
齢
者

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
や
、
通

学
路
点
検
で
確
認
し
た
区
画
線
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
設
置
・
修

繕
を
行
う
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
犯
対
策
に
つ
い
て

は
、
防
犯
灯
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
と

し
て
は
、
交
通
安
全
対
策
は
交
付
金
等
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
み
、
ま
た
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
が
少
な
い
中
山
間
地
域

の
生
活
道
路
に
も
設
置
し
防
犯
対
策
の
強

化
に
努
め
て
い
く
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

委員会レポート

命を守るボラード

令和７年 第３回基山町議会

９月２日（火）∼19日（金)

一般質問 ９月３日（水）∼５日（金)

定例会 会期予定

基山中の３年生が自分
たちで議案を考え、討
論・採決します。ぜひ
聞きにきてください！

10/4
（土）
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新体制になりました

委 員 長 水田 志保 副委員長 佐々木敎雄 委 員 重松 一徳
委 員 桒野 久明 委 員 中村 絵理 委 員 工藤絵美子

広報広聴常任委員会

さがびより・ひのひかり・夢しずく…

これらは基山で取れるお米の銘柄です。米騒動もあり、今年のこの緑の水田風景はいつ

もと少し違って見えます。秋の収穫まで、病気や台風に負けず元気に育ってほしい。と願

うばかりです。

広報メンバーが新体制となり初の議会だより94号をお読みいただき、ありがとうござい

ました。手に取っていただく町民の皆さんのお姿を楽しみに今後も一丸となって紙面作り

に取り組みます。次回もお楽しみに！ （水田 志保）

編 集 後 記

基山町議会では、２年おきに議長・副議長の交代時期を迎えます。今回、４月の臨時議会で新

たな議長・副議長が選出され、常任委員会が下記のとおり再編成されました。

就任のご挨拶

この度、基山町議会議長に就任いたしました末次 明でございます。

基山町は、基山に生まれ育った方と移住された方が調和し、より良い

暮らしを築いていると常々感じています。

議会の使命は、町民の皆様の声を政策に反映させ、大切な財源の使途

を明確にすることです。基山町議会は、勇気と誠実さを持って真摯に取

り組みます。そして、若い世代の皆様が「自分たちも町づくりに参画し

たい」と思えるような議会を築き上げていきたいと考えております。

今後ともご理解とご協力、温かいご支援を心よりお願い申し上げます。

議長

末次 明

副議長

桒野 久明

中村 絵理議会選出監査員

◎松石 健児

○工藤絵美子

大山 勝代

重松 一徳

大久保由美子

佐々木敎雄

◎天本 勉

○中牟田文明

松石 信男

桒野 久明

中村 絵理

水田 志保

◎水田 志保

○佐々木敎雄

重松 一徳

桒野 久明

中村 絵理

工藤絵美子

所
管
・
職
務

総務課 税務課

財政課 出納室

企画政策課

まちづくり課

教育委員会

住民課 こども課

福祉課 健康増進課

農林課 商工観光課

建設課 定住促進課

プラチナ社会政策課

議会広報を編集・発行し、

議会報告会などを実施する

常
任
委
員
会

◎大久保由美子

○大山 勝代

松石 信男

松石 健児

天本 勉

中牟田文明

◎委員長 ○副委員長

全議員

全員協議会

議会運営
委員会

総務文教
常任委員会

厚生産業
常任委員会

広報広聴
常任委員会


